
(57)【要約】

【課題】流量計測装置の計測精度を高め、仕様変更など

にも対応できるようにしたことを目的とするものである

。

【解決手段】上流側に流体供給路３が、下流側に流体流

出路５がそれぞれ接続された計測部１に、内部を複数の

層流通路２２ａ～２２ｄに分割した計測流路体１５を内

包するとともに、この計測流路体１５の層流通路を流れ

る流体の流速を測定するために超音波送受波器１３、１

４と、この超音波送受波器１３、１４の出力をもとに流

体の量を演算する演算手段１９を設け、前記計測流路体

１５は計測部１とは別体の構成としたものである。した

がって、計測流路体１５を単独で取り扱うことが可能と

なる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 流 側 に 流 体 供 給 路 が 、 下 流 側 に 流 体 流 出 路 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 計 測 部 と 、 前 記 計 測 部
に 内 包 さ た 計 測 流 路 体 と 、 前 記 計 測 流 路 体 を 流 れ る 流 体 の 流 速 を 測 定 す る 少 な く と も １ 対
の 超 音 波 送 受 波 器 と 、 こ の 超 音 波 送 受 波 器 の 出 力 を も と に 計 測 流 路 体 を 流 れ る 流 体 の 量 を
演 算 す る 演 算 手 段 と を 具 備 し 、 前 記 計 測 流 路 体 は 計 測 部 と は 別 体 の 構 成 と す る と と も に 、
内 部 を 複 数 の 層 流 通 路 に 分 割 し た 超 音 波 流 量 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
超 音 波 送 受 波 器 を 計 測 部 側 に 配 置 し た 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
計 測 流 路 体 の 層 流 通 路 を 複 数 の 仕 切 板 で 区 画 形 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
計 測 流 路 体 は 断 面 長 方 形 の 矩 形 で あ っ て 、 短 辺 側 が 複 数 の 仕 切 板 で 区 画 さ れ た 請 求 項 ３ 記
載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
流 体 の 流 れ の 境 界 層 領 域 に 層 流 通 路 が 設 定 さ れ る よ う に 仕 切 板 の 間 隔 を 選 定 し た 請 求 項 ３
記 載 の 流 量 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
複 数 の 層 流 通 路 の 少 な く と も 一 部 の 層 流 通 路 を 流 れ る 流 体 の 流 速 を 少 な く と も １ 対 の 超 音
波 送 受 波 器 で 計 測 す る よ う に し た 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
偶 数 の 層 流 通 路 を 有 し 、 中 央 に 位 置 す る 隣 接 す る ２ つ の 層 流 通 路 を 流 れ る 流 体 の 流 速 を 少
な く と も １ 対 の 超 音 波 送 受 波 器 で 計 測 す る よ う に し た 請 求 項 ６ 記 載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置
。
【 請 求 項 ８ 】
超 音 波 が 流 体 を 斜 め に 横 切 る よ う に 少 な く と も １ 対 の 超 音 波 送 受 波 器 を 対 峙 さ せ る と と も
に 、 計 測 流 路 体 内 の 層 流 通 路 は 超 音 波 送 受 波 器 の 超 音 波 送 受 領 域 に 対 応 し た 長 さ に 設 定 し
た 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
計 測 流 路 体 の 開 口 端 部 を 先 細 状 に 形 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
仕 切 板 の 先 端 部 を 先 細 状 に 形 成 し た 請 求 項 ３ 記 載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
計 測 流 路 体 の 開 口 に 整 流 手 段 を 設 け た 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
整 流 手 段 が 網 状 部 材 か ら な る 請 求 項 １ １ 記 載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
整 流 手 段 が 多 孔 体 か ら な る 請 求 項 １ １ 記 載 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ガ ス な ど の 流 量 を 計 測 す る 超 音 波 流 量 計 測 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の こ の 種 の 流 量 計 測 装 置 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 流 側 に 流 体 供 給 路 ５ １ を 、 下 流 側
に 流 体 流 出 路 ５ ２ を そ れ ぞ れ 接 続 し た 計 測 流 路 ５ ３ に 一 対 の 超 音 波 送 受 波 器 な ど か ら な る
流 速 検 知 手 段 を 配 置 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 流 体 が ２ 次 元 性 の 層 流 と な る よ う に 前 記 計 測 流 路 ５ ３ の 内 部 は 複 数 の 仕 切 板 ５ ４ で 分
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割 し て あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 前 記 流 速 検 知 手 段 で 計 測 流 路 ５ ３ を 流 れ る 流 体 の 流 速 を 測 定 し 、 こ の 測 定 し た 流
速 を も と に 流 量 を 演 算 す る よ う に し て い た （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ４ ３ ０ １ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 流 量 計 測 装 置 で は 、 流 路 と 計 測 部 と が 一 体 と な っ て い た た め 、
精 度 を 高 め る た め の 対 策 、 例 え ば 高 精 度 加 工 が 困 難 で 、 ま た 計 測 仕 様 が 変 わ っ た 場 合 な ど
の 流 路 仕 様 変 更 も 容 易 で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 を 解 消 す る も の で 、 計 測 部 を 合 理 的 に 構 成 す る こ と で 計
測 の 高 精 度 化 を 実 現 し 、 ま た 仕 様 変 更 な ど に 対 し て も 確 実 に 応 え る こ と が で き る よ う に し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 上 流 側 に 流 体 供 給 路 が 、 下 流 側 に 流 体 流 出 路 が そ
れ ぞ れ 接 続 さ れ た 計 測 部 と 、 前 記 計 測 部 に 内 包 さ た 計 測 流 路 体 と 、 前 記 計 測 流 路 体 を 流 れ
る 流 体 の 流 速 を 測 定 す る 少 な く と も １ 対 の 超 音 波 送 受 波 器 と 、 こ の 超 音 波 送 受 波 器 の 出 力
を も と に 計 測 流 路 体 を 流 れ る 流 体 の 量 を 演 算 す る 演 算 手 段 と を 具 備 し 、 前 記 計 測 流 路 体 は
計 測 部 と は 別 体 の 構 成 と す る と と も に 、 内 部 を 複 数 の 層 流 通 路 に 分 割 し た も の で あ り 、 こ
の よ う に 計 測 流 路 体 が 計 測 部 と は 別 体 に 構 成 さ れ て い る た め 、 計 測 流 路 体 を 単 独 で 加 工 し
、 そ の 高 精 度 化 を 促 進 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 は 、 上 流 側 に 流 体 供 給 路 が 、 下 流 側 に 流 体 流 出 路 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 計 測 部 と 、
前 記 計 測 部 に 内 包 さ た 計 測 流 路 体 と 、 前 記 計 測 流 路 体 を 流 れ る 流 体 の 流 速 を 測 定 す る 少 な
く と も １ 対 の 超 音 波 送 受 波 器 と 、 こ の 超 音 波 送 受 波 器 の 出 力 を も と に 計 測 流 路 体 を 流 れ る
流 体 の 量 を 演 算 す る 演 算 手 段 と を 具 備 し 、 前 記 計 測 流 路 体 は 計 測 部 と は 別 体 の 構 成 と す る
と と も に 、 内 部 を 複 数 の 層 流 通 路 に 分 割 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う に 計 測 流 路 体 が 計 測 部 と は 別 体 に 構 成 さ れ て い る た め 、 計 測 流 路 体 を 単 独 で 加 工
し 、 そ の 高 精 度 化 を 促 進 で き る も の で あ り 、 ま た 仕 様 の 変 更 も 簡 単 に で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ し て 、 流 速 検 知 手 段 を 計 測 部 側 に 配 置 す れ ば 、 計 測 流 路 体 の 取 扱 い が 一 層 し や す く な る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
層 流 通 路 は 複 数 の 仕 切 板 で 区 画 形 成 さ れ る 。 ま た 計 測 流 路 体 は 断 面 長 方 形 の 矩 形 で あ っ て
、 短 辺 側 が 前 記 複 数 の 仕 切 板 で 区 画 さ れ る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
層 流 通 路 は 流 体 の 流 れ の 境 界 層 領 域 に 設 定 さ れ る よ う に 仕 切 板 の 間 隔 が 選 定 し て あ り 、 外
部 要 因 の 影 響 を 受 け な い よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
超 音 波 送 受 波 器 に よ る 流 速 測 定 は 、 複 数 の 層 流 通 路 の 全 体 で は な く 、 少 な く と も そ の 一 部
の 層 流 通 路 で 行 え ば よ い 。 例 え ば 、 偶 数 の 層 流 通 路 を 有 し 、 中 央 に 位 置 す る 隣 接 す る ２ つ
の 層 流 通 路 を 流 れ る 流 体 の 流 速 を 計 測 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 超 音 波 が 流 体 を 斜 め に 横 切 る よ う に 少 な く と も １ 対 の 超 音 波 送 受 波 器 を 対 峙 さ せ る
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と と も に 、 計 測 流 路 体 内 の 層 流 通 路 は 超 音 波 送 受 波 器 の 超 音 波 送 受 領 域 に 対 応 し た 長 さ に
設 定 す れ ば 、 仕 切 板 な ど の 流 動 抵 抗 を 可 及 的 に 小 さ く で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 計 測 流 路 体 の 開 口 端 部 、 仕 切 板 の 先 端 部 を 先 細 状 に 形 成 す る こ と に よ っ て 、 よ り
一 層 、 流 体 の 流 動 を 円 滑 に で き 、 計 測 の 高 精 度 化 を 促 進 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
流 体 の 流 動 の 改 善 は 、 計 測 流 路 体 の 開 口 に 整 流 手 段 、 例 え ば 、 網 状 部 材 と か 多 孔 体 を 設 け
る こ と に よ っ て 実 現 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 実 施 例 １ ）
図 １ 、 ２ に お い て 、 計 測 部 １ は 、 断 面 長 方 形 を な す 矩 形 と し て あ り 、 そ の 上 流 室 ２ に 流 体
供 給 路 ３ が 、 下 流 室 ４ に 流 体 流 出 路 ５ が そ れ ぞ れ 略 直 角 に 接 続 さ れ 、 全 体 と し て Ｕ 字 状 に
設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 流 体 供 給 路 ３ は 、 途 中 に 電 磁 装 置 、 或 い は 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ な ど の 駆 動 部 ６ と 連
係 し た 弁 体 ７ で 開 閉 さ れ る 弁 座 ８ を 有 す る 。 そ し て 、 こ の 弁 座 ８ よ り 下 流 側 で あ っ て 先 の
計 測 部 １ の 上 流 室 ２ に 連 な る 導 入 路 ９ は 矩 形 と し て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
１ ０ は 流 体 供 給 路 ３ の 流 入 口 、 １ １ は 矩 形 に 構 成 さ れ た 流 体 流 出 路 ５ の 導 出 路 、 １ ２ は 流
出 口 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ に も 示 す ご と く 、 計 測 部 １ に は 、 流 速 検 知 手 段 を 構 成 す る 少 な く と も 一 対 の 超 音 波 送
受 波 器 １ ３ 、 １ ４ が 斜 め に 対 向 す る よ う に 配 置 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
計 測 部 １ に 内 包 さ れ 、 し か も 同 計 測 部 １ と 別 体 構 成 の 断 面 長 方 形 を な す 矩 形 の 計 測 流 路 体
１ ５ は 、 前 記 超 音 波 送 受 波 器 １ ３ 、 １ ４ と 対 向 し た 短 辺 側 の 壁 に 開 口 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ を 有
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 開 口 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ に は 流 体 が 超 音 波 送 受 波 器 １ ３ 、 １ ４ の 方 向 に 乱 入 し な い よ う に
金 網 、 パ ン チ ン グ メ タ ル な ど か ら な る 超 音 波 透 過 性 の 多 孔 材 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ が 覆 設 し て あ
る （ な お 図 で は 上 流 側 の 超 音 波 送 受 波 器 １ ３ と 相 対 す る も の を 代 表 し て 示 し た ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 計 測 流 路 体 １ ５ の 各 端 部 は 流 体 供 給 路 ３ の 導 入 路 ９ 、 お よ び 、 流 体 流 出 路 ５ の 導 出
路 １ １ と 対 向 す る 位 置 ま で 延 び て い る も の で 、 し た が っ て 、 導 入 路 ９ を 介 し て 導 入 さ れ た
流 体 は 迂 回 す る ご と く 流 れ て 計 測 流 路 体 １ ５ に 至 り 、 ま た 計 測 流 路 体 １ ５ か ら の 流 体 は 迂
回 す る ご と く 流 れ て 流 体 流 出 路 ５ の 導 出 路 １ １ に 至 る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 流 体 供 給 側 の 迂 回 流 動 形 態 は 、 流 体 の 偏 流 な ど を 抑 制 す る の に 効 果 的 で あ る 。 ま た 流
体 流 出 側 の 迂 回 流 動 形 態 は 、 脈 動 の 生 起 に 起 因 す る 流 体 逆 流 時 の 偏 流 な ど を 抑 制 す る の に
効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
超 音 波 送 受 波 器 １ ３ 、 １ ４ 間 の 超 音 波 伝 搬 時 間 は 計 測 制 御 手 段 １ ８ で 計 測 さ れ （ 詳 細 は 後
述 す る ） 、 そ の 結 果 を も と に 演 算 手 段 １ ９ が 流 量 を 演 算 す る も の で あ る 。 こ れ ら 計 測 制 御
手 段 １ ８ 、 演 算 手 段 １ ９ な ど は リ チ ウ ム 電 池 な ど の 電 池 電 源 ２ ０ で 駆 動 さ れ る よ う に し て
あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 前 記 弁 体 ７ の 駆 動 部 ６ 、 計 測 制 御 手 段 １ ８ 、 演 算 手 段 １ ９ な ど は Ｕ 字 状 を な す 流 路
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構 成 材 で 囲 ま れ た 部 位 に 配 置 し て あ っ て 、 全 体 的 に コ ン パ ク ト に ま と め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
と こ ろ で 、 計 測 流 路 体 １ ５ の 短 辺 側 は 仕 切 板 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ を 介 し て 複 数 の 層 流
通 路 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ に 分 割 さ れ て い る 。 つ ま り 、 層 流 通 路 ２ ２ ａ 、 ２ ２
ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ で の 流 体 流 動 は ２ 次 元 性 に な る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 実 施 例 に あ っ て 、 仕 切 板 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ の 枚 数 は 奇 数 （ ３ 枚 ） で あ り 、 し た が
っ て 、 層 流 通 路 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ は 偶 数 通 路 （ ４ 通 路 ） と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
超 音 波 送 受 波 器 １ ３ 、 １ ４ の 送 受 波 面 の 高 さ 方 向 中 心 は 、 中 央 の 仕 切 板 ２ １ ｂ と 対 向 し て
お り 、 ま た 同 送 受 波 面 は 中 央 の 隣 接 す る ２ つ の 層 流 通 路 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ に 主 に 対 向 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 の 構 成 に お い て 、 流 体 の 流 量 計 測 動 作 を 一 応 述 べ れ ば 、 先 ず 、 上 流 側 の 超 音 波 送 受 波
器 １ ３ か ら 流 れ と 順 方 向 で 、 し か も 斜 め に 横 切 る ご と く 超 音 波 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 超 音 波 は 流 体 の 流 れ の 中 を 音 速 で 伝 搬 し 、 下 流 側 の 超 音 波 送 受 波 器 １ ４ で 検 出 さ れ て
電 気 信 号 に 変 換 さ れ 、 計 測 制 御 手 段 １ ８ の 増 幅 器 で そ の 信 号 を 増 幅 し 、 比 較 器 で 基 準 信 号
と 比 較 し 超 音 波 信 号 が 受 信 さ れ た こ と を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の 比 較 信 号 の 変 化 は 繰 返 し 手 段 へ 送 ら れ て 、 遅 延 手 段 を 介 し て 再 度 ト リ ガ 手 段 で 送 信 す
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 繰 り 返 し 回 数 は 回 数 設 定 手 段 で 設 定 さ れ た 回 数 で 終 了 す る 。 計 時 手 段 は 、 最 初 の ト リ
ガ 信 号 が 送 信 さ れ た と き に タ イ マ を リ セ ッ ト さ れ 、 繰 り 返 し が 終 了 し た と き ま で の 時 間 を
計 測 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 流 か ら 下 流 へ の 超 音 波 の 送 信 を 終 了 す る と 、 切 換 手 段 に よ り 送 受 信 の 方 向 が 切 り 換 え ら
れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
下 流 側 の 超 音 波 送 受 波 器 １ ４ か ら 上 流 側 の の 超 音 波 送 受 波 器 １ ３ に 向 け て 、 す な わ ち 下 流
か ら 上 流 に 向 け て 送 信 が 行 わ れ 、 前 述 と 同 様 に 繰 り 返 し て 送 信 が 行 わ れ そ の 時 間 が 計 時 さ
れ る 。 上 流 か ら 下 流 へ の 時 間 と 下 流 か ら 上 流 へ の 時 間 差 か ら 、 演 算 手 段 １ ９ で 伝 搬 時 間 逆
数 差 な ど の 演 算 式 に よ っ て 流 量 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
弁 体 ７ は 流 体 流 動 に 異 常 が あ っ た 時 と か 、 地 震 発 生 時 な ど に 閉 じ る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
と こ ろ で 、 先 に 述 べ た よ う に 、 計 測 流 路 体 １ ５ は 計 測 部 １ と 別 体 構 成 で あ る と こ ろ か ら 、
同 計 測 流 路 体 １ ５ の 加 工 な ど が 単 独 で で き る こ と と な り 、 高 精 度 の 測 定 部 が 簡 単 に 得 ら れ
る も の で あ り 、 ま た 仕 様 の 変 更 な ど に も 的 確 に 対 処 で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
計 測 流 路 体 １ ５ へ の 流 体 流 動 形 態 を 述 べ て お く 。 先 ず 流 入 口 １ ０ か ら 流 体 供 給 路 ３ へ 流 入
し て き た 流 体 は 、 弁 座 ８ か ら 導 入 路 ９ に 、 さ ら に 計 測 部 １ の 上 流 室 ２ に 流 れ 込 む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の 上 流 室 ２ に は 計 測 流 路 体 １ ５ の 一 端 が 突 入 状 態 で 位 置 し て い る た め 、 上 流 室 ２ に 流 れ
込 ん だ 流 体 は 迂 回 す る よ う な 流 れ と な っ て 前 記 計 測 流 路 体 １ ５ に 流 動 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
し た が っ て 、 上 流 に お い て 偏 流 な ど が あ っ て も 前 記 迂 回 に よ っ て そ れ が 是 正 さ れ 、 結 果 的
に 計 測 流 路 体 １ ５ を 流 れ る 流 体 は 安 定 し た も の と な り 、 正 確 な 流 速 測 定 を 可 能 と す る も の
で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
先 述 し た よ う に 、 計 測 流 路 体 １ ５ は 複 数 の 層 流 通 路 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ に 分
割 さ れ 、 流 体 流 動 が ２ 次 元 性 に な る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
し た が っ て 、 各 層 流 通 路 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ に は 流 体 が 安 定 、 か つ 均 等 に 流
動 す る も の で あ る か ら 、 超 音 波 送 受 波 器 １ ３ 、 １ ４ に よ る 流 速 測 定 は 計 測 流 路 体 １ ５ の 全
高 Ｈ に わ た っ て 行 う 必 要 が な く 、 中 央 の 隣 接 す る 層 流 通 路 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ の 高 さ Ｂ を 主 体
に 行 え ば 初 期 の 目 的 が 達 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 少 な く と も 計 測 対 象 と な る 中 央 の 層 流 通 路 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ の 各 高 さ Ａ は 境 界 層 領 域 の
範 囲 内 に 設 定 し 、 計 測 精 度 が 外 的 要 因 に よ っ て 影 響 を 受 け な い よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
一 般 的 に は 対 象 流 体 が ガ ス な ど の 気 体 の 場 合 、 一 仕 切 板 の 境 界 層 は １ ５ ｍ ｍ で あ り 、 そ の
た め 、 境 界 層 領 域 の 範 囲 内 に し よ う と す れ ば 、 層 流 通 路 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ の 高 さ は 各 々 ３ ０
ｍ ｍ 以 内 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 実 施 例 ２ ）
図 ３ は 計 測 流 路 体 １ ５ 内 の 流 体 流 動 を 良 好 に し た 例 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
仕 切 板 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ の 長 さ 、 す な わ ち 、 層 流 通 路 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 ２
２ ｄ の 長 さ を 超 音 波 送 受 波 器 １ ３ 、 １ ４ の 超 音 波 送 受 領 域 長 さ Ｗ に 略 一 致 さ せ た も の で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ う す る こ と に よ っ て 、 仕 切 板 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ の 長 さ 、 す な わ ち 、 層 流 通 路 ２ ２
ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ の 長 さ は 必 要 最 低 限 に す る こ と が で き 、 そ の 分 流 体 の 流 動 圧
損 を 少 な く で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 実 施 例 ３ ）
図 ４ は 計 測 流 路 体 １ ５ の 両 端 開 口 縁 を 円 弧 状 、 あ る い は 、 テ ー パ 形 状 と す る な ど 乱 流 防 止
部 ２ ３ 、 ２ ４ を 形 成 し た も の で 、 計 測 流 路 体 １ ５ へ 流 体 が 流 動 す る 際 に 、 円 滑 に 流 体 を 流
し 、 渦 な ど の 発 生 が な い よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
も ち ろ ん 、 乱 流 防 止 部 を 仕 切 板 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ の 端 部 に 形 成 す れ ば 、 よ り 一 層 の
効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ 実 施 例 ４ ）
図 ５ 、 ６ は 流 体 の 計 測 流 路 体 １ ５ の 開 口 に 整 流 手 段 を 設 け 、 そ の 内 部 へ の 流 体 流 動 に 工 夫
を 加 え た 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
先 ず 、 図 ５ に 示 す も の は 、 計 測 流 路 体 １ ５ の 開 口 に 金 網 な ど の 網 状 部 材 ２ ５ 、 ２ ６ を 設 け
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 上 流 側 の 流 れ が 乱 れ た 状 態 に あ っ て も 、 網 状 部 材 ２ ５ で 整 流 さ れ て 、
安 定 し た 流 れ 形 態 で 計 測 流 路 体 １ ５ の 層 流 通 路 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ に 流 動 す
る こ と に な り 、 計 測 の 高 精 度 化 に 寄 与 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
整 流 手 段 と し て 、 図 ６ の よ う に ハ ニ カ ム 状 の 多 孔 体 ２ ７ 、 ２ ８ を 採 用 し て も 同 等 の 作 用 効
果 が 得 ら れ る こ と は い う ま で も な い で あ ろ う 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
な お 、 上 記 各 実 施 例 で は 逆 流 時 に も 計 測 流 路 体 １ ５ へ の 流 体 流 動 が 安 定 す る 対 策 を 施 し た
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が 、 も し 逆 流 が な い も の に あ っ て は 計 測 流 路 体 １ ５ の 上 流 側 に の み 流 体 流 動 安 定 化 対 策 を
施 す こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ま た 、 前 記 各 実 施 例 で は 超 音 波 送 受 波 器 を 計 測 部 に 配 置 し た も の を 示 し た が 、 計 測 流 路 体
側 に 配 置 し て 、 一 種 の 計 測 流 路 体 ユ ニ ッ ト 体 を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
さ ら に 、 前 記 実 施 例 か ら 明 ら か な よ う に 、 少 な く と も 一 対 の 超 音 波 送 受 波 器 に よ る 流 速 の
計 測 は 計 測 流 路 体 全 体 で は な く 、 一 部 層 流 通 路 を 対 象 に 行 な え ば よ い の で 、 各 層 流 通 路 の
断 面 積 を 全 て 同 一 に す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 は 、 上 流 側 に 流 体 供 給 路 が 、 下 流 側 に 流 体 流 出 路 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ
た 計 測 部 と 、 前 記 計 測 部 に 内 包 さ た 計 測 流 路 体 と 、 前 記 計 測 流 路 体 を 流 れ る 流 体 の 流 速 を
測 定 す る 少 な く と も １ 対 の 超 音 波 送 受 波 器 と 、 こ の 超 音 波 送 受 波 器 の 出 力 を も と に 計 測 流
路 体 を 流 れ る 流 体 の 量 を 演 算 す る 演 算 手 段 と を 具 備 し 、 前 記 計 測 流 路 体 は 計 測 部 と は 別 体
の 構 成 と す る と と も に 、 内 部 を 複 数 の 層 流 通 路 に 分 割 し た も の で あ る か ら 、 計 測 流 路 体 を
単 独 で 加 工 し 、 複 数 の 層 流 通 路 を 備 え た 複 雑 な 構 成 の 計 測 流 路 部 が 簡 単 に 、 し か も 高 精 度
に 製 作 で き る も の で あ り 、 ま た 仕 様 の 変 更 も 簡 単 に で き る こ と と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 の 縦 断 面 図
【 図 ２ 】 同 超 音 波 流 量 計 測 装 置 の 横 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 超 音 波 流 量 計 測 装 置 の 縦 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 計 測 流 路 体 の 縦 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 超 音 波 流 量 計 測 装 置 の 縦 断 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 超 音 波 流 量 計 測 装 置 の 縦 断 面 図
【 図 ７ 】 従 来 の 超 音 波 流 量 計 測 装 置 の 概 略 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 計 測 部
３ 　 流 体 供 給 路
５ 　 流 体 流 出 路
１ ３ 、 １ ４ 　 超 音 波 送 受 波 器
１ ５ 　 計 測 流 路 体
１ ９ 　 演 算 手 段
２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ 　 仕 切 板
２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 、 ２ ２ ｄ 　 層 流 通 路
２ ５ 　 網 状 部 材
２ ６ 　 多 孔 体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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